	整理番号
	　　　　　－　　　　　　




やまぐち子育て連盟　キャプテン　様

　　やまぐち子ども・子育て応援ファンド助成金【通常枠】の交付を受けたいので、やまぐち子ども・子育て応援ファンド助成金交付要綱第７条の規定に基づき、下記のとおり申請します。
記
	１　助成金申請額
	１００，０００
	円
	

	２　添付書類
	（１）団体概要書　（別紙１）　　　　　　　
	[　○　]

	
	（２）事業計画書　（別紙２）
	[　○　]

	
	（３）事業収支予算書　（別紙３）
	[　○　]

	
	（４）令和７年度の収支予算書　※団体独自で作成したもの
	[　○　]

	
	（５）役員名簿
	[　○　]

	
	（６）組織の運営に関する規則等（定款・規約・会則等）
	[　○　]

	
	（７）その他　（必要があればパンフレット等）
	[　○　]

	

	◆他機関・団体補助金・助成金の申請状況（予定も含む）

	機関・団体名
	なし

	助成事業名・金額
	なし

	◆事務担当者連絡先

	住　所
	〒７５３－８５０１
山口市滝町１番１号

	職氏名
	役職（　会計　）氏名（　山口　次郎　）

	ＴＥＬ
	○○○－○○○○－○○○○
	Ｆ　Ａ　Ｘ
	○○○－○○○○－○○○○

	メールアドレス
	○○○○○○@○○○○○




	ふりがな
	○○○○○○○○○○○○
	ふりがな
	やまぐち　たろう

	団体名
	○○○○○○○○○
	代表者職氏名
	[役職：理事長]
山口　太郎

	団体所在地
	〒７５３－８５０１
山口市滝町１番１号

	設立年月日
	令和６年６月２０日
	会員数
	　　　　　　２　人

	団体の目的
及び趣旨
	発達障害や発育の遅れなど、育児全般に不安や悩みを抱える養育者・保護者を支援することを目的としている。月１回の当事者同士の相談会を通じて、個別の悩みの共有や育児の孤立化防止やネットワーク形成を促進する。参加者同士が経験や知識を共有し、互いに支え合える環境を創出することで、育児不安の軽減と子育ての質の向上を目指す。

	活動地域
	主に岩国市内で活動

	直前２年間の主な活動実績　
	令和５年度
	設立前


	
	
	団体の事業規模（事業費総額）
	－
	円

	
	令和６年度
	令和６年６月の団体設立以降、毎月１回の当事者同士の相談会の開催に向けて、地域の子育て支援団体と連携するなど、支援体制の構築を行った。１月から相談会を開催することができ、計３回実施した。延べ15名の参加があり、発達障害や育児不安に関する悩みの共有などを行った。参加者からは「同じ悩みを持つ人と出会えて安心した」「具体的な対応方法が分かった」などの声が寄せられ、育児不安の軽減に寄与した。


	
	
	団体の事業規模（事業費総額）
	５０，０００
	円

	令和７年度
活動計画
	令和7年度は、月1回の自助グループ・相談会を継続して開催する。加えて、新たな取り組みとして、相談会で出た悩みの事例とそれに対するワンポイント助言、その後の改善状況をまとめたパンフレットを作成・配付する。これにより、参加者以外の同様の悩みを持つ保護者にも情報を提供し、より広範な支援を目指す。


	
	団体の事業規模（事業費総額）
	１５０，０００
	円


・「団体の事業規模（事業費総額）」については団体の全ての事業費の支出総額を記入し、令和６年度、令和７年度については見込額とすること


	事業の名称
	みんなで支える発達サポート・ネットワーク事業


	事業の目的
	

	発達障害や発育の遅れなど、育児全般に不安や悩みを抱える養育者や保護者を支援することを目的としている。
当事者同士の相談会を通じて、個別の悩みの共有や育児の孤立化防止、ネットワーク形成を促進する。
また、パンフレットの作成・配付により、同様の悩みを持つ保護者等への支援にもつなげることを目指す。


	事業を行う地域
	

	岩国市内の地域交流センターで、毎月相談会を開催
パンフレット作成後に、市内の子育て支援団体等に配付


	事業の実施時期・回数
	

	当事者同士の相談会の開催：毎月１回、計12回（令和７年４月～令和８年３月）

パンフレット作成・配付：年１回（令和８年３月を予定）


	事業内容及び実施方法
	

	【当事者同士の相談会の開催】
・毎月第３土曜日に２時間程度実施
・参加者募集用にチラシを作成し、SNSでの情報発信や関係機関に周知を依頼する。
・相談会では、参加者を５～６人の小グループに分け、悩みの共有や情報交換を促進

・各グループにファシリテーター（スタッフ）を配置し、円滑な進行をサポート

・後半３０分は全体での事例発表や質疑応答を実施して、情報共有を図る。
・パンフレットへの掲載ができる事例を充実するため、相談会での具体的な相談内容やワンポイン助言、その後の改善状況について、参加者から詳細に聞き取りを行う。実践的な事例をパンフレットに掲載できるように掘り下げる。
【パンフレットの作成・配付】

・相談会で出た悩みの事例とワンポイント助言、その後の改善状況をまとめる。
・A4サイズ8ページ程度のカラーパンフレットを制作予定
・参加者や関係機関（子育て支援団体、幼稚園・保育所など）に配付
・ウェブサイトでもPDF版を公開し、広く情報提供を行う。


	実施体制・参加人数
	

	・実施体制：団体スタッフ２名、ボランティアスタッフ１名
・参加人数：当事者同士の相談会の開催：毎回10～15名程度

パンフレット作成・配付：500部作成・配付予定


	期待される成果
	

	月１回の当事者同士の相談会の継続開催と新たに作成するパンフレットを通じて、育児に悩みを抱える養育者や保護者への支援をさらに充実させることができる。まず、相談会では、発達障害や発育の遅れなど、個々の悩みを共有し合うことで、参加者が孤立感から解放され、心理的な安心感を得られる効果が見込まれる。また、同じ境遇の保護者同士がつながることで、互いに支え合うネットワークが形成され、継続的なサポート体制が形成できることを目指す。
また、新たに取り組むパンフレットの作成・配付は、相談会に参加できない保護者や地域住民にも情報を提供する手段となる。相談会で共有された悩みの事例とそれに対するワンポイント助言をまとめることで、具体的かつ実践的な解決策を広く発信できる。このパンフレットは、同様の悩みを抱える保護者にとって参考となり、自宅でも活用できるため、育児に関する不安やストレスの軽減につながると考えている。



枠は適宜拡大して記入すること


（１）収　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	科　　目
	予 算 額
	内　　　　 訳

	①当連盟助成金
	100,000　
	円
	やまぐち子ども・子育て応援ファンド助成金
【通常枠】

	②他機関・団体補助金・助成金
	
	円
	

	③寄付金・協賛金
	
	円
	

	④広告料
	
	円
	

	⑤自己負担金
	
	円
	

	⑥その他
	14,000
	円
	

	助成金等収入合計Ⓐ
	114,000
	円
	

	⑦入場料等収入 
	36,000
	円
	200円×15人×12回（相談会参加料）

	⑧プログラム売上等収入
	
	円
	

	入場料等収入合計Ⓑ
	36,000
	円
	

	収入合計（Ⓐ＋Ⓑ）
	150,000
	円
	


（２）支　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	科　　目
	事業全体の予算
	左のうち助成対象となる範囲

	
	金　　額
	内　　訳
	金　　額
	内　　訳

	⑨謝　金
	12,000
	円
	
	12,000
	円
	ボランティア謝金

	⑩旅　費
	6,000
	円
	
	6,000
	円
	ボランティア旅費

	⑪消耗品費
	20,000
	円
	
	20,000
	円
	模造紙、文具

	⑫印刷費・広告宣伝費
	85,000
	円
	
	85,000
	円
	チラシ、パンフレット印刷

	⑬備品費
	
	円
	
	
	円
	

	⑭通信運搬費
	5,000
	円
	
	5,000
	円
	切手代

	⑮会議費
	10,000
	円
	
	10,000
	円
	飲み物代

	⑯使用料・賃借料
	12,000
	円
	
	12,000
	円
	相談会の会場費

	⑰委託費
	
	円
	
	
	円
	

	⑱設営費・舞台費
	
	円
	
	
	円
	

	⑲その他の経費
	
	円
	
	
	円
	

	支出合計
	150,000
	円
	
	150,000
	円
	


　　　　　　　　　　Ⓒ　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⓓ
	令和７年度助成金申請額 
	１００,０００
	円



	＊事業収支予算書を記入する場合の注意事項＊
○この表には令和７年度の助成事業に関するもののみ記入すること



	○「②他機関・団体補助金・助成金」の内訳欄には、当連盟以外の交付元団体別に、補助金や助成金の金額を記入すること
○「⑦入場料収入」とは、音楽・演劇・ミュージカル等の公演や講演会・展覧会・上映会において入場者・参加者から徴収する料金
○「⑧プログラム売上等収入」とは、公演や展覧会等においてプログラムや目録等を販売した場合の売上金
○「内訳」欄には積算根拠を具体的（個々の使途別の単価、員数、回数等）に記入
○（２）支出の部の「事業全体の予算」欄には、今回申請される事業に係る全ての経費を記入すること
○「左のうち助成対象となる範囲」欄には、「助成事業全体の予算」のうち助成の対象とならない経費を除いたものを記入すること
○「収入合計（Ⓐ＋Ⓑ）」欄と「支出合計Ⓒ」欄の金額は、一致させること。

◆助成対象とならない経費◆
　役員・常勤職員等に係る経費（人件費や謝金等）、食糧費・食材費・食事代、講師等への土産代や花束代、団体運営費（家賃、光熱水費、電話料など通常の団体運営経費）、他団体への助成金、補助金、寄付金、義援金


第１号様式（第７条関係）　





やまぐち子ども・子育て応援ファンド助成金交付申請書


【通常枠】





令和７年５月１４日





所在地�
〒７５３－８５０１


山口市滝町１番１号�
�
団体名�
○○○○○○○○○○○○○○�
�
代表者職氏名�
理事長　山口　太郎�
�






※　[　　]に○を付けて揃っているかを確認してください。





（別紙１）





団 体 概 要 書





（別紙２）





　事　業　計　画　書　【通常枠】





＊事業計画書を記入する場合の注意事項＊　　


○この表には、令和７年度の助成事業計画に関するもののみ記入すること


○「事業の目的」欄には、地域の抱える課題や事業を通じて解決したい課題についても記入すること


○「実施内容及び実施方法」欄には、課題の解決や目的を達成するために何をするのか、事業の具体的な内容をスケジュールとともに整理して、詳しく記入すること


○「実施体制・参加人数」欄には、事業をどのように実施していくか、団体内部での役割分担とともに、協力・協働・連携関係にある団体等がある場合、名称と連携等の内容について記入すること（共催・後援等についても同様）


○「期待される成果」欄には、事業を行うことでどのような成果が生まれるか、申請事業が課題解決にどのようにつながるのかを記入すること








（別紙３）





事業収支予算書【通常枠】





〔「①当連盟助成金」（助成金申請額）の算出方法〕


　（助成対象となる範囲計Ⓓ－入場料等収入合計Ⓑ）×助成率（１０／１０）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※金額は千円単位とし千円未満は切捨








